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曾
文
正
公
日
、
知
レ
足
天
地
寛
、
貪
ぁ
得
宇
宙
膝
こ
、
故
に
古
末
亜
賢
君
子
こ
崇
敬
せ
ら
る
る
も
の
、
皆
足
る
こ
ご
を
知
り
止
ま

る
こ
こ
を
知
る
、
帝
党
富
ん
で
騎
ら
す
貴
う
し
て
舒
ら
す
、
許
由
の
賢
な
る
を
知
b
て
天
下
を
許
由
に
譲
ら
ん
さ
す
、
是
れ
止

ま
る
こ
y
J

を
卸
る
に
あ
ら
す
や
。
許
由
貧
賤
に
安
ん
じ
僻
し
て
受
け
す
、
日
く
「
偶
鶴
巣
ー
ー
於
深
林
↓
不
涵
竺
一
枝
f

恨
鼠
飲
レ

河
。
不
泣
R

ー
一
描
腹
さ
こ
是
れ
亦
足
る
こ
9
J

を
知
る
に
あ
ら
す
や
、
唐
の
張
蘊
古
、
太
宗
文
武
皇
帝
に
大
賓
紙
を
猷
じ
て
云
ふ
有

知

足

の

説

小

六
九 沼

量

平

し
人
格
の
崇
高
な
る
を
證
し
て
餘
り
あ
る
さ
謂
は
ざ
る
べ
か
ら
す
。

終
り
に
臨
ん
で
余
の
所
編
を
綜
括
的
に
発
表
せ
ん
が
為
め
に
、
平
素
崇
秤
せ
る
小
野
湖
山
翁
の
長
詩
を
朗
吟
せ
ん
、
唯
懺
む
ら

ぐ
は
、
義
公
こ
湖
山
翁
の
時
を
同
ぅ
し
て
生
れ
て
其
議
論
セ
上
下
せ
ら
れ
ざ
る
を
、

讀

楠

氏

記

有

戚

偶

作

長

句

小

野

湖

山

南
技
之
蔭
何
繁
盛
3

五
十
餘
年
護
帝
座
ぶ
品
唯
動
業
冠
中
古
0

其
人
優
露
王
者
佐
ぷ
比
復
子
姪
臣
従
皆
忠
貞
3

求
諸
前
古
森
匹
亜
゜

人
言
正
俵
叛
降
秘
其
宗
°
我
言
此
公
庭
償
出
至
忠
°
乃
父
乃
兄
相
戦
死
c
公
而
亦
死
誰
折
衝
0

三
事
料
敵
勢
0

一
戦
鼓
兵
氣
°
獨
力

足
牧
京
°
幾
回
走
賊
帥
°
風
雲
髪
化
敷
出
奇
。
大
腹
寸
木
能
自
支
°
乃
父
逍
命
公
敢
忘
乃
父
兵
法
公
深
知
0

一
進
一
退
亦
何
常
Q

含
垢
包
羞
真
男
兒
3

史
乗
多
成
賊
臣
手
0

後
人
誰
畑
公
心
悲
°
君
不
見
南
北
議
和
統
則
更
立
纏
則
父
子
°
此
公
営
日
不
死
之
功
至

此
顕
然
耳
0

嗚
呼
此
公
堂
H
不
死
之
功
至
此
顕
然
耳
c
登
有
河
内
公
之
子
帯
刀
公
之
弟
而
為
叛
降
之
士
。



b
、
牡
l

一
九
電
於
内
っ
阿
居
不
；
蓬
容
レ
膝
0

彼
昏
否
知
。
瑞
其
棗
而
積
其
室
↓
羅
入
珍
於
前
9

所
レ
食
不
レ
過
溢
苧
口
J

惟
狂
岡
＞
念
°
丘
二
其
糟
而
端
呼
其
酒
↓
ご
、
上
其
の
言
を
嘉
せ
り
、
此
の
簸
許
由
の
言
'
y
J

事
を
殊
に
し
て
指
を
同
じ
う
す
る
も
の

知
言
マ
J

謂
ふ
べ
し
、
孔
夫
子
曰
、
富
典
レ
貴
。
是
人
之
所
＞
欲
也
u

不
レ
以
i

一
其
逍
↓
得
み
之
不
涵
唸
叫
3

ご
、
然
る
に
今
や
時
俗
の

通
病
ご
云
ふ
べ
き
か
、
上
下
共
に
其
の
道
を
以
て
せ
ざ
る
、
不
義
の
富
貰
を
欲
求
し
て
手
段
方
法
を
探
ば
す
、
自
己
の
位
地
を

利
用
し
て
一
意
貪
欲
を
退
う
せ
ん
こ
し
、
大
臣
大
府
に
し
て
賄
賂
セ
牧
受
す
る
者
あ
り
、
巨
商
富
豪
に
し
て
密
輸
出
入
を
企
て

脱
税
を
謀
る
者
あ

b
、
議
員
た
ら
ん
が
為
に
投
票
を
買
牧
し
て
法
に
獨
る
る
者
あ

b
、
大
會
祉
の
重
役
に
し
て
背
任
横
領
の
罪

ャ
犯
す
者
あ
り
、
其
他
小
に
し
て
は
詐
欺
謳
取
強
窃
盗
等
枚
欅
に
追
あ
ら
す
、
数
化
の
陵
夷
紀
綱
の
類
磨
此
の
時
よ
り
甚
し
き

は
あ
ら
す
．
思
ふ
に
是
れ
足
る
こ
マ
J

を
知
ら
ざ
る
の
致
す
所
、
予
は
荘
に
鞘
賢
君
子
知
足
の
数
訓
ご
其
の
行
賓
を
列
畢
し
て
、

貪
慾
飽
く
な
き
の
人
に
鑑
み
る
所
あ
ら
し
め
ん
マ
J

す
、
老
子
三
十
三
章
に
「
細
虹
足
者
富
」
四
十
四
章
に
「
知
レ
足
不
レ
辱
°
知
レ

止
不
レ
殆
」
四
十
六
章
に
「
罪
背
ヂ
大
二
於
可
欲
つ
禍
葵
レ
大
二
於
不
ー
レ
知
＞
足
3

咎
楳
レ
大
ー
ー
於
欲
ー
レ
得
0

故
知
＞
足
之
足
常
足
。
」
',J
ヽ

ペ

イ

ブ

ル

デ

イ

モ

フ

ィ

華
書
、
提
摩
斐
前
書
に
「
敬
虔
知
＂
足

3

利
葵
レ
大
°
我
出
レ
世
無
レ
所
-

l

撒
末
i

逝
レ
世
亦
無
レ
所
＿
一
撒
去
9

衣
食
足
3

｛
且
知
心
L

止
U

」

マJ
、
ま
た
秤
氏
の
法
華
経
、
普
賢
勧
装
品
に
「
少
欲
知
足
3

能
修
湿
El

賢
之
行
10
」マ
J

云
ひ
‘
維
摩
経
、
菩
薩
行
品
に
「
行
二
少
欲

知
足
盃
咄
↑
レ
捨
一
一
世
法
ご
さ
云
ふ
、
埋
賢
の
放
ゆ
る
所
夫
れ
斯
の
如
し
、
若
し
足
る
こ
マ
J

を
知
ら
ざ
れ
ば
、
千
贋
の
財
賓
セ
積

み
、
萬
鍾
の
米
粟
を
裁
す
る
も
其
の
心
底
貧
者
に
異
な
ら
す
、
足
る
こ
ご
を
知
る
時
は
、
ご
箪
の
食
一
瓢
の
飲
栖
巷
に
在
り
マ
J

雖
も
其
の
築
を
改
め
す
、
更
に
賢
哲
の
出
虞
進
退
を
見
る
に
、
右
大
臣
従
二
位
兼
中
衛
大
将
動
二
等
吉
備
其
備
の
骸
骨
を
乞
ふ

や
、
其
の
上
啓
の
界
に
日
く
「
伏
乞
致
レ
事
。
以
避
二
賢
路
9

上
戴
二
埋
朝
養
レ
老
之
徳

10f!-遂
二
庸
愚
知
足
之
心
↓
特
望
二
殊
恩
↓

祈
―
―
於
衿
清
ご
k
-
K
」
、
詔
日
。
「
昨
省
二
末
表
f

即
知
ー
ー
告
蹄
↓
座
忌
未
レ
周
°
懸
車
何
早
。
悲
駕
交
結
。
卒
鉦
竺
答
言
↓
通
夜
思

努
J

坐
而
逹
レ
B10
不
レ
依
レ
所
＞
痣
PPJ3

似
福
{
-
1

謙
光
f

欲
品
竺
末
情
f

禰
思
二
賢
佐
↓
云
云
」
，
ま
た
大
納
言
従
二
位
文
室
其
人
大

七
0



七

市
の
骸
骨
を
乞
ふ
や
、
其
の
上
表
の
界
に
日
く
「
臣
以
ー
一
愚
質
f

幸
遇
枷
明
↓

．．．．．．．． 
貪
レ
榮
負
塩
良
〇
．．．．．．．．． 
伏
顧
避
路
俊
父
↓

賜
老
丘
園
↓
止
レ
足
以
送
餘
年
↓
云
云
」
、
．
叩
叩
口
ぃ
「
卿
年
及
懸
車
↓
告
レ
考
―
且
浪
l
°
知
レ
足
知
レ
止
。
＾
g
於
古
誼
f

思
欲
抑

留
。
＿
恐
非
ー
ー
優
老
之
逍
↓
云
云
」
こ
．
異
備
大
市
二
老
臣
に
到
す
る
理
寵
の
優
渥
な
る
恩
詔
威
激
に
勝
へ
ざ
る
な
り
、
是

n

二
老
臣
知
足
の
徳
の
喪
錫
マ
J

謂
ふ
可
き
か
、
ま
た
前
漢
の
疏
廣
の
博
を
覧
る
に
「
疏
廣
宜
帝
時
0

為
ー
ー
太
子
太
偲
↓
兄
子
愛
鳶
ニ

少
佛
っ
太
子
毎
レ
朝
0

因
進
見
0

太
俯
仕
ふ
前
。
少
博
在
レ
後
°
叔
姪
並
捻
I

―
師
俳
3

朝
廷
以
為
ゑ
杢
後
廣
謂
＞
受
曰
°
吾
聞
細
レ
足

不
レ
辱
°
姉
レ
止
不
レ
殆
3

功
途
身
退
3

天
之
逍
批
＞
登
如
ぶ
岬
一
老
故
郷
f

以
二
壽
命
紐
竺
叔
姪
遂
乞
二
骸
骨
↓
許
レ
之
3

上
賜
二
黄

金
二
十
斤
↓
太
子
賠
五
十
斤
↓
公
卿
大
夫
3

故
人
邑
子
0

設
二
祗
逍
↓
供
ー
ー
張
東
都
門
外
『
送
者
車
敷
白
雨
°
既
蹄
I

一
郷
里
↓
日

長
酒
食
つ
請
祓
人
故
面
賓
客
↓
相
典
娯
築
3

輯
賣
盃
以
供
レ
具
°
或
勧
レ
買
田
宅
↓
廣
日
0

吾
顧
自
有
二
奮
田
麻
↓
令
ー
ー
子
孫

勤
力
其
中
↓
足
虹
供
浜
食
f

此
金
理
主
所
f

ー
ー
以
恵
養
老
臣
池
0

故
柴
下
墨
郷
窯
宗
族
↓
共
霙
真
賜

h
盆
烹
吾
餘
日
ぬ
族
人

悦
服
0

皆
以
レ
壽
終
心
何
ぞ
其
の
心
裏
の
高
潔
な
る
や
、
ま
た
明
の
遥
公
啓
は
知
足
歌
六
首
を
詠
じ
て
、
足
る
こ
ご
を
畑
ら
ざ

る
者
に
訓
諭
す
る
あ
り
、
文
徴
明
は
知
一
職
歌
を
作
り
て
、
「
看
レ
上
雖
レ
不
レ
如
。
比
＞
下
帝
巴
知
レ
足
」
ご
誨
ゆ
る
あ
り
、
予
は
荘
に

唐
伯
虎
の
不
如
歌
を
掲
げ
て
、
予
の
知
足
説
を
結
了
せ
ん
ご
す
、
日
く
「
我
不
レ
如
’
1

人
0

我
鉦
竺
他
禍
↓
人
不
レ
如
レ
我
0

我
常
レ

知
足
。
知
レ
足
不
レ
辱
3

一
飯
雨
粥
3

謝
レ
天
謝
レ
地
0

平
安
是
一
鵬
。
」
マ
J

頃
者
時
病
に
戚
す
る
所
あ
り
、
此
の
説
を
作
る
、

（
昭
和
五
年
五
月
五
日
）

追

記

昭
和
五
年
五
月
二
十
一
1
-
H
、
堂
友
太
田
勘
兵
術
氏
を
介
し
、
永
田
文
學
士
よ
り
先
君
子
磐
舟
永
田
翁
博
を
寄
贈
せ
ら
る
、
依

て
直
ち
に
播
閲
せ
し
に
、
巻
頭
に
磐
舟
先
生
自
筆
宴
奥
版
の
座
右
銘
を
掲
載
し
あ
り
、
日
く
「
貪
レ
榮
萬
乗
猶
無
レ
足
直
茫
歩

一
瓢
還
有
レ
餘
。
」
ビ
是
れ
は
賣
茶
翁
の
偶
に
し
て
先
生
は
之
れ
を
自
書
し
て
座
右
の
銘
こ
せ
ら
れ
し
こ
云
ふ
、
宜
べ
な
b
先



昭
和
五
年
六
月
入
H
、
皇
陵
巡
秤
の
捻
め
丹
波
國
山
國
村

に
向
ふ
、
大
阪
皇
陵
巡
秤
會
創
立
者
小
林
利
昌
翁
外
一
行
七

十
餘
名
、
午
前
入
時
京
阪
電
車
急
行
に
て
天
涌
橋
を
登
し
、

同
九
時
京
都
一
二
條
停
留
所
着
、
直
ち
に
六
人
乗
自
動
車
十
三

輛
に
分
乗
し
て
、
先
づ
京
都
府
葛
野
郡
花
園
村
に
至
り
、
第

五
十
入
代
光
孝
天
皇
後
田
邑
陵
に
禍
邦
す
、
筵
に
徒
歩
十
敷

町
に
し
て
太
秦
村
に
至
り
、
第
五
十
五
代
文
稔
天
皇
田
邑
陵

山

國

紀

行

生
は
利
慾
の
念
に
虚
し
く
．
常
に
後
輩
セ
戒
め
て
富
セ
作
る
は
宜
し
く
大
逍
濶
歩
的
な
る
べ
し
、
予
は
南
岳
先
生
の
「
行
不

由
径
」
の
論
語
の
御
講
義
セ
秤
捻
せ
し
以
来
常
に
之
セ
服
屑
せ
り
。
ま
た
人
は
成
功
こ
同
時
に
相
嘗
の
苦
行
を
為
す
は
人
生

の
必
要
條
件
な
り
ご
云
は
れ
た
り
、
我
懐
徳
堂
の
重
建
及
維
持
登
展
に
閲
し
て
は
．
先
生
は
理
事
長
ご
し
て
敷
萬
圃
の
私
財

を
投
じ
．
涎
に
漠
學
葵
脚
資
金
こ
し
て
金
五
萬
圃
を
寄
附
せ
ら
れ
た
る
は
、
懐
捻
堂
セ
知
る
者
の
普
く
知
る
所
に
し
て
、
先

生
平
生
の
持
論
を
賓
行
せ
ら
れ
し
も
の
ご
謂
ふ
べ
し
、
先
生
の
詩
に
「
口
蹄
一
吟
獨
俯
欄
3

動
中
静
境
有
餘
歓
°
風
蔑
牛
馬

任
人
笑
し
知
分
老
来
心
自
寛
。
」
ご
先
生
知
分
知
足
の
心
境
賓
に
光
風
霧
月
の
如
し
、
荘
に
知
足
説
に
追
記
し
て
、
先
生
の
座

右
銘
を
堂
友
諸
彦
に
披
露
す
こ
云
爾

に
蒋
秤
し
、
夫
れ
よ
り
花
園
村
に
出
て
埃
た
せ
置
き
た
る
自

動
車
に
乗
b
梅
畑
に
出
づ
．
梅
畑
八
幡
宮
は
和
氣
消
麿
が
宇

佐
八
幡
を
勧
請
せ
し
も
の
な
り
マ
」
云
ふ
、
車
上
よ
b
遥
邦
し

て
過
ぐ
、
此
邊
よ
り
農
家
の
婦
女
子
が
．
張
板
や
梯
子
等
の
―

家
具
を
二
三
品
づ
A

頭
上
に
戴
き
て
、
販
賣
の
為
め
京
都
市

に
往
く
者
を
多
敷
見
受
け
た
り
、
動
容
服
装
な
ぞ
は
矢
張
大

原
女
の
如
し
、
是
れ
よ
り
消
瀧
川
に
沼
ふ
て
周
山
街
道
を
進

小

沼
七

量

平


